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高島市在宅医療・介護連携支援センター 

       「チームたかしま」について 
【主な事業】 

①地域の医療・介護の資源の把握 「高島市在宅医療地域資源マップ」の作成 

②切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進 

          １次連携事業 各職種間における在宅医療と介護の連携上の課題抽出 

          ２次連携事業 多職種間で具体的な意見交換等を開催し、関係を深める 

          高島市医療連携ネットワーク運営協議会の開催(H23.8～) 通算 132 回(2023 年 7 月)         

高島の在宅医療を考える会  講演会等 

③医療・介護関係者の情報共有支援        びわ湖あさがおネットの活用研修会等 

④在宅医療・介護連携に関する相談支援窓口の設置 コーディネーターの配置 

⑤医療・介護関係者研修会            在宅医療介護連携従事者研修会 

⑥地域住民への啓発               在宅医療出前講座、在宅療養講演会等 

                                「在宅医療」や「フレイル予防」 

「たかしまマイウェイノート」等の出前講座を実施 

 

                         「高島市医療連携ネットワーク運営協議会」 

                    様々な機関、職種から話題提供していただいています 

話題提供の後は、多職種でのグループワーク 

 ４月「医療的ケア児等の課題と短期入所について」 

５月「高島市内訪問看護ステーション 活動状況」 

６月「心不全のチーム医療・地域連携(つながり)について」 

                      ７月「高島市高齢者虐待の現状」 

    

   

ご挨拶 

高島市医師会 会長の松本道明です。 

高島市在宅医療・介護連携支援センター「チームたかしま」は、いまから 8年前の平成27年に行政からの

委託をうけて高島市医師会事務局内に設置されました。 

 

病院、診療所の力だけでは自分らしい暮らしを人生最後まで続けることを実現することはできません。 

介護施設、薬局、リハビリ施設、行政サービス（役所、消防署、警察署など）、ボランティアサークルなど

と連携し、知恵を出しあい地域住民が協力しあう必要があります。この協力関係のことを国は「地域包括

ケアシステム」と名付け、各市町独自のシステムを構築することを要望しています。 

 

滋賀県で一番高齢化が進んでいるこの高島市においてはこのシステムの積極的な活用、充実、発展をは

かる必要があると考えます。「チームたかしま」はこの協力関係の橋渡しの一翼を担うべく、さまざまな仕

掛けを考えております。 

みなさまの要望、相談、質問がございましたら、気軽にご連絡いただけると幸いです。 

「チームたかしま便り」(仮) 

～高島市の医療、介護、福祉に携わる皆様とともに～ 



ネットワーク運営協議会 

 6月開催の紙上報告 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク運営協議会では、知らなかったことや現状、課題等、毎回多くの気づきがあります。 

皆さんも、ぜひ参加してみてください。多職種の方とつながっていきましょう。 

 

次回のご案内 日時：令和５年 ９月 ７日(木) 14:00～15:15 会場：安曇川公民館 ふじのきホール 

      話題提供：「在宅でのターミナル期の連携」 

話題提供者：ナースステーションひより (滋賀県訪問看護ステーション連絡協議会第７地区支部) 

 

事務局からのお願い 

 ★各関係機関の皆様へ 
    多職種が参加可能な研修会や情報等がありましたら、情報提供をお願いします。 

ホームぺージにもアップさせていただきます。 

 ★大募集しています！ この通信の「ネーミング」 皆さまからの 投稿、ご意見、ご感想 

  ○ホームページもチェックしてください！  「チームたかしま」で検索   t-takashima.net 

 ・「高島市医療連携ネットワーク運営協議会」の結果報告 

・「口からおいしく食べる」を支えるために 摂食・嚥下に関する動画 配信中 

 ・センターの活動について  ・今後の研修会予定やご案内もアップしていきます 

  ・「高島市在宅医療地域資源マップ」（第４版） ご協力ありがとうございました 

・「たかしまマイウェイノート」              必要な方は、ご連絡ください 

【お問合せ先】＜事務局＞  高島市医師会 在宅療養支援センター  

〒520-1121 高島市勝野1667 高島市民病院内   

TEL：0740-20-9005  FAX:0740-20-9006  E-mail：takashima-med@office.eonet.ne.jp   

 

・心疾患の発症予防や進行抑制に関すること、リスクの進展ステージ、心不全診療の特徴 

・「高島市民病院 心臓サポートチーム(TCST)」の活動等について報告いただきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各グループには、片岡先生、岸本先生、松田先生、前田先生が入ってくださり、ご助言もいただきました。 

多くの方にご参加いただき、盛り上がりました。「つながり」ありがとうござました。 

 

 

 

 

 

 

「心不全のチーム医療・地域連携(つながり)について」 

話題提供：高島市民病院 循環器科部長 谷口晋先生 と 看護部 宇田洋海様 

 

事例提供：ながおか医院 長岡伊織先生 と 看護師 杉岡あすか様 

 

谷口先生からのコメント 

「多職種でのチームカンファレンスは、それぞれの見地から評価を行うことができるので、心不全治療の 

質が高まったと感じる」 

「地域や自宅で過ごす時間の方がずっと長く、地域との連携でより自分らしい暮らしが継続できるとよい」 

 

長岡先生からのコメント 

「たくさんの目で、一つの症例をみる。いろんな目が届くことが大事。多くのスタッフがみる。」 

「これからがスタート。各職種、コメディカルも含めて全員で盛り上げていきたい。」 

 

＜事例＞80歳代の高齢夫婦 2人暮らし 

妻：心不全治療中、服薬忘れることあり。入退院を繰り返す、軽度の認知症 

要介護認定なし、家事全般を行う、食事は濃い味つけ 

夫：高血圧治療中、軽度の認知症、要介護認定なし 

http://t-takashima.net/
mailto:takashima-med@office.eonet.ne.jp

